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１４年２月１８日

日本観光の課題　：

地域の観光政策に関する提案

Luc BEAL
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日本は昔から“景観”を意識している



3 （C）Institute for Transport Policy Studies Luc BEAL 2002

現在の日本の観光地の形式

コンビ二主義

景観（山脈）が見えない

歩道より車道のほうが大事

電線：景観を意識しない
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日本観光産業の状況
地方の人口千人当たりの外国旅行者受入数　（Ｈ９）
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概要
①　日本観光産業の不況ー観光と地域経済開発　

②　既存観光政策の不効率性　と　原因
　　２-１　政策決定者の認識不足　
　　２-２　地域の行政区分から生じた問題　
　　２-３　観光政策の歴史

③　提案　：　観光政策　の　分権の必要性
　　３-１　既存観光政策担当の行政　：　集中
　　３-２　観光政策の成功原因　：　責任の分権

④　提案　：　広域の観光プロジェクトに役に立つ行政

にんしき　のふそく
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革新のプロセス
（どの経済分野でも）

①　環境の観察・短所を見つける
かんさつ

②　短所の改善方式の開発

たんしょ

③　製品を売る

かいぜん
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観光に関する革新プロセス
　

①　環境観察　：
　　⇒　観光地の特徴・“個性“　：　雪・自然・歴史・・・
　　⇒　短所を見つける　：景観・値段・モビリテイ等
　　⇒　観光客の経路の勉強　：統計開発

かんさつ

②　短所の改善方式の開発
　　⇒　魅力を増やす・コストを減らす・モビリテイを増やす

③　“観光製品”を売る
　　⇒　ブランド・個性がある町作り：

イベント　（狐祭り・バレーフェスチバル等）
　　⇒　広告
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概要

①　日本観光産業の不況ー観光と地域経済開発　

②　既存観光政策の不効率性　と　原因
　　２-１　政策決定者の認識不足　
　　２-２　地域の行政区分から生じた問題　
　　２-３　観光政策の歴史

③　提案　：　観光政策　の　分権の必要性
　　３-１　既存観光政策担当の行政　：　集中
　　３-２　観光政策の成功原因　：　責任の分権

④　提案　：　広域の観光プロジェクトに役に立つ行政

にんしき　のふそく
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”第1　悪い癖”

“ｉｆ　ｗｅ　ｂｕｉｌｄ　ａ　ｌａｒｇｅ　ｆａｃｉｌｉｔｙ　ｔｏｕｒｉｓｔｓ　ｗｉｌｌ　ｃｏｍｅ　ｆｏｒ　ｓｕｒｅ”

　　　“りっぱな施設は　必ず観光客を引きつけます”

　ようするに　：　“観光地の魅力は、新しい施設からだけ生じる”
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事例　：八ヶ岳の花の森公園
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Ｓｏｕｒｃｅ：高嶺町役場・山梨県ｰ県庁ー観光課

建設補助金　：　１２．３億円　（国半分）

赤字：６千万円　（Ｈ１３）
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＊新しい施設の設計は広域全体の観光政策に合わせてない

＊観光客の趣味を調査してないから、入館者少ない

＊既存観光施設（“蝶々博美術館”・“花の森”）　は
　無駄な補助金使い方

　　効果　　
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“インフラ主義”　：　　　問題の解決はインフラです　　
　

à以前　：　　建設
à将来：　　　観光ＩＴ情報システム”

かいけつ　

認識不足　”第2　悪い癖”
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“ＩＴ　主義”
　

Ｆｏｒｅｘａｍｐｌｅ　：　“DOYOUNET”　ｐｒｏｊｅｃｔ　ｆｏｒ　Ｈｏｋｋａｉｄｏ：　http://hk.nihon-kankou.or.jp/nkks/index.html

目的地
GIS

ｉ－ｍｏｄｅ

⇒　問題：ブランドがない地域に役に立たない

“経路“情報だけの提供
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観光商品の特徴　と　必要な情報

①　“観光商品“は　：　”経験商品”

à　観光地を経験しないと、商品の評価できない

②　“観光商品“は　：　”信頼商品”

à経験しても、商品を評価できません　：

＊例：泊まるホテルは、泊まらないホテルと比較できない
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観光客が必要な情報

①　目的地の選択　　　　　　　必要な情報：趣味・すすめ　　　　　　

②　商品の選択　 　　　必要：既存の商品（パッケージ）

③選択してから観光地への経路 　　　　必要な情報：
　地図・ナビ形情報　　　
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①　目的地の選択　　　　　　　　　　　　　　　②　商品の選択　 　　　　　　　

à経験のある信用できる仲介の意見が必要
　　　友人　（口コミ）　－　“三星”ガイド
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ホテル名前
部屋（R)

ダイニング（Ｄ)

共有スペース（Ｐサービス（Ｓ)

１０－１５：平均　１６－２５：very　ｇｏｏｄ　２５以上：ｅｘｔｒａｏｒｄｉｎａｒｙ
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高品質ワインが見つけられない：

レーテイング　システムが必要です！

ワインメーカー表

お客さんが必要な情報：商品の品質的なデー
タ

　　観光商品の情報：　競争意識の必要性　
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品質　の　レ－テイング　事例

売上のレ－テイング　

カスタマ－　レ－テイング　
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③　観光地への経路 　　 　　　

道路状況・地図“マイカー”の場
合

時刻表・料金・位置（バス
亭）

公共輸送の場合

情報の種類利用交通手段

魅力がない観光地は影響されませ
ん


